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【Abstract】
This paper aims to report how a CLIL-based Liberal-Arts class is conducted in English
at Saga University, and to analyze the advantages and problems of the CLIL class in order to
introduce it in all the English curriculums. CLIL, a learning strategy for integrating contents
and language skills, has rapidly been introduced in many Japanese universities as one of the
effective teaching methods to make university English education more academic/content-
based and more practical. CLIL is also expected to fit the aim of cultivating global citizens
with deep academic knowledge about present-day topics and a high level of English
communication ability.
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はじめに
大学の国際化の推進、高校や中学校の英語教育でのバランスのとれた4技能を統合した指
導による英語運用力強化への動きに合わせて、当然ながら大学の英語教育も変えざるを得な
い。その際、本来大学の英語教育で目指すべき English for Academic Purposes を達成させ、
かつ英語運用能力を強化するための方策として、目下 CLIL 理論に基づいた授業がその鍵に
なると期待できる。本稿では、佐賀大学教養課程で試行実施している CLIL 理論に基づいた
授業の実践報告とその検証を通して、導入に向けての課題を探る。
Ⅰ．背 景
⑴ 大学の国際化：English for Academic Purposes
日本政府は2008年に「留学生30万人計画」を出し、留学生の増加を後押ししてきて、2017
年には31万人を超え、目標は一応達成された。しかしながら、どの世界大学ランキングをみ
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ても、日本の大学は国際性という点において今だに低いままである。その原因としては、「外
国人教員の比率」と「留学生の比率」、そして「英語による授業数の少なさ」が挙げられる。
また、隣国の中国の留学生数は40万人を超えている現状では、さらなる努力が必要となる。
文部科学省（2018）も「ポスト留学生30万人計画を見据えた留学生政策（現状・課題）」に
おいて、「我が国の大学の国際競争力を向上させるという目的に関しては、学部段階での受
入れ拡大において、英語のプログラムの開設や海外からの入試方法、定員管理などの課題が
ある」（1）と指摘し、今後日本の大学に留学生を呼び込むための一つとして、「英語による
授業の増設」を挙げている。2017年の文部科学省（2019）の調査では、「英語による授業」
を開設している大学は、全大学の42．0％であり、この10年で10％しか増えておらず、とりわ
け地方大学では遅々として進んでいないのが現状である。
大学の英語教育に目を向けた場合、英語科目を必修としていても、英語で行われている比
率は低く、かつスキル中心で高校英語の復習レベルが多く、本来大学の英語教育が目指すべ
きアカデミックな英語力育成のための英語教育（English for Academic Purposes）はわずか
で、英語が堪能な外国人留学生が受講したいと思えるような英語による授業数は極端に少な
いままである。これは、留学生受入のための問題という前に、日本の大学における英語教育
の重大な問題である。EAP を目指した、英語による授業の増設が望まれる。
⑵ 「英語は英語で」指導
2013年度から学年進行で実施されてきた「高等学校学習指導要領外国語編」では、「英語
の授業は英語で行うことを基本とする」とされ、高等学校の英語の授業は大きく様変わりし
た。「平成30年度英語教育実施状況調査（高等学校）の結果」（2019）によると、「授業の半
分以上を英語で発話している授業」は、全体の63．8％であり、英語に特化した課程では91．1％
に達している。さらに、2017年に告示された次期「中学校学習指導要領」でも「英語による
授業を」と謳われており、中高の英語の授業は、原則英語で行われることになる。
このようなコミュニケーション重視の使える英語で訓練された学生たちを受け入れる大学
の英語教育が、日本語一辺倒による従来型の授業に甘んじていいはずはない。現実的には、
大学に入っていても、英語力が高校卒業程度に達していない学生は一定数存在するので、そ
のような学生への手当ては別途考える必要はあるが、大学における英語教育は、高校までの
培った技能を発展させ、中身のあるアカデミックな内容を駆使できる英語コミュニケーショ
ン能力の育成を目指すべきである。
⑶ 「4技能の統合を」
2008年度版「中学校学習指導要領」に関する「外国語科改訂の趣旨」においても、2009年
度版「高等学校学習指導要領」に関する「改善の方針」でも、「4技能の統合」は改訂の趣
旨として強く要請されていた。その方向性は、次期学習指導要領でもさらに強く打ち出され
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ている。2017年に告示された「中学校学習指導要領」に関する「主な改善事項」では、「複
数の領域を統合した言語活動が十分に行われていないことなどの課題がある」として、「『聞
くこと』、『話すこと』、『読むこと』、『書くこと』などを総合的に育成することをねらいとし
て改訂」されたと明示されている。それを受けて、「外国語科の目標」として「学習到達目
標は、より具体的な言語材料と言語活動を統合して設定され」るべきとしている。同様に、
2019年7月に告示された「高等学校学習指導要領」に関する「改訂の趣旨及び要点」でも、
「複数の領域を関連付けた統合的な言語活動を一層重視することを明示した」と、4技能の
統合を強く要請している。
これは、日本の英語教育で長年行われてきた4技能のバランスを欠いた指導では、「使え
る英語」を目指し、「コミュニケーションの育成」という目標の達成は不可能であるという
強い反省から生まれたものであり、今後の日本の英語教育が早急に改善を図るべき点である。
これらの動きを受けて、大学入試でも4技能を問う試験の導入が決定され、本年度は突如、
民間の外部試験の実施が見送られたが、入試で4技能を問うという方向性は無くなることは
ないし、なんとか工夫し実施すべきである。大学入試で4技能を問われないと、高校での授
業はまた従来のバランスを欠いたものへ後戻りする。
Ⅱ．“Skill-oriented”から“Content-oriented”へ
4技能を統合した指導法ということを考えた場合、すでに筆者が「英語教育における『4
技能の統合』をめざして」（2017）で議論している通り、扱う言語材料の「内容」が大事と
なる。「内容」が4技能を有機的に統合させ、かつそれらの核となる。英語が使えるという
「技能」（“how”）よりも、英語を使って伝達をする「内容」（“what to write about,”“what
to read about,”“what to talk about,”“what to hear about”）こそが大事になる。一言で言
えば、“skill-oriented”な指導から“content-oriented”な指導への転換が必要である。「内容」
があっても、それを伝達したり、理解したりする「技能」は当然必要であるが、「技能」が
先ではなく、「内容」を伝達し合うために「技術」の習得が必要であるという考え方を基盤
とすべきである。
本学においても教養教育課程において、数年前より、この方向での英語教育の改革を進め
ていて、通常、日本語で講義されているリベラルアーツ科目を、英語による講義科目として
増やしつつある。すでに本学では、筆者が担当し本稿で扱う Citizenship Education の他に
も、Introduction to Science、Introduction to Sociology、Breakthroughs in the Modern Age、
The Natural World、Sustainable Society、Western Culture、Critical Thinking for the Modern
Age、Cultural Metaphors、Life in the Global World、Intercultural Communication（全て2
単位）を開講し、全て英語を主体とした授業を行なっている。さらに教養課程で提供される
英語科目を全てこのような、content-based の講義科目で提供する方向で改革を進めようと
している。
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このように内容を重視した授業を、しかも英語を主体として行い、その授業数を増やすと
いうことになると、その授業方法としては、EU 諸国から提案され、日本の大学でも急速に
広がりつつある CLIL 理論に基づく授業の設計と実施が実際的で有効ではないかと思われる。
Ⅲ．CLIL 理論の導入
1．CLIL の目指すもの
CLIL は、欧州委員会が欧州連合（EU）が外国語学習の「アクションプラン」（2003）と
して推進しているもので、スキルがコンテンツと切り離されて学習されるのではなく、コン
テンツ理解を主軸に置き、そのために言語スキルを学ぶという考え方に基づく。
Content and Language Integrated Learning (CLIL), in which pupils learn a subject
through the medium of a foreign language, has a major contribution to make to the
Union’s language learning goal. It can provide effective opportunities for pupils to use
their new language skills now, rather than learn them now for use later.（8）
それは、「今はスキルを学ぶだけで、使うのは後回しにするのではなく」（“rather than learn
them now for use later”）、「スキルを学ぶと同時に使う」（“use their new language skills”）
というやり方である。
従って、Coyle が具体的に説明しているように、CLIL では、題材の内容理解と言語スキ
ルの両方に重きを置き、両者を有機的につなぐことを目指している。
Content and Language Integrated Learning (CLIL) is a dual-focused educational
approach in which an additional language is used for the learning and teaching of both
content and language. That is, in the teaching and learning process, there is a focus not
only on content, and not only on language. Each is interwoven, even if the emphasis is
greater on one or the other at a given time.（1）
具体的に CLIL が能力として目指しているものは「4つの C」で、Content（内容理解）、
Communication（4技能を使ったコミュニケーション能力）、Cognition（思考力、論理性）、
Culture/Community（異文化理解、他との交流や協働）である。4つの関係に関しては、
中心に何を置くかは研究者によって異なるが1、筆者としては、言葉が全てを繋ぎ、言葉の
理解によって全てが有機的に繋がり相互作用を生むという点から、Nikolic（2017）が提案
している、Communication がその中心に位置するフレームワークが外国語学習としては理
解しやすい。言語学習の目的を、このように幅広く、かつ深い能力を身につけるための学習
であるとする CLIL は、今後日本が必要とする英語力育成の目標に合致する。
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CLIL に関しては、すでに多くの理論や実践が提案されているので、本稿では、筆者が CLIL
理論に基づいて試行実施している授業を通して、どのように CLIL 理論を取り入れ、どのよ
うな点に留意し実施しているかを報告し検証する。
2．CLIL 方式の成果と利点
CLIL 理論に基づく授業がもたらす成果については、すでに多くの点が報告されている。
例えば、Surmont et al.（2014）は以下のようにその利点を列挙している。
・Develop intercultural communication skills
・Prepare for internationalization
・Provide opportunities to study content through different perspectives
・Access subject-specific target language terminology
・Improve overall target language competence
・Develop oral communication skills
・Diversify methods and forms of classroom practice
・Increase learner motivation （Surmont et al．58）
以上のように CLIL は言語能力だけでなく、グローバルな人材として必要とされる幅広い
分野での能力の育成が期待できる。この中で、筆者の経験から特筆したいのは、学生の積極
的な学習態度（Increase learner motivation）である。従来のスキル中心の英語の授業と比
べると、明らかに学生の英語学習への態度が異なる。Surmont et al.も次のようにその効果
を強調している。
Another effect of CLIL education is that students in a CLILL environment have a more
positive attitude towards (language) learning.（57）
これは、当然ながら、学習者のモチベーションの高さにつながるものである。CLIL と学
習者のモチベーションとの関係を検証した Lasagabaster は、以下のように CLIL クラスの
図1 4つのCの相互作用（Nikolic124）
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学生のモチベーションの高さを言明している。
the students enjoying a CLIL experience were significantly more enthusiastic than those
in traditional EFL classrooms. It can therefore be concluded that there is a strong
relationship between the CLIL approach and motivation.（14）
従来の指導法が言語スキルの理解を目標としてスタートしているのに対して、CLIL は題
材が学習活動のスタートとなる。換言すると、前者が“skill-driven”であるのに対して、後
者が“content-driven”といえる。題材の内容を理解しようとする思いが、モチベーション
につながるのである。どのような学習であれ、学習者にモチベーションを持たせることが最
大の難所であり重要であるが、CLIL は適切で魅力的な題材を上手く導入すれば、学習者の
モチベーションを高めやすいのである。
Ⅳ．実践報告
本章では、前章で CLIL 理論に基づいた授業の利点等を考察したが、実際に CLIL 理論に
基づき授業設計し実施している実践例を用いて、具体的にその導入の方法や授業の進め方な
どを検証する。
佐賀大学では2013年度から、教養課程にグローバル人材育成を目指した特別コースとして
「留学支援英語教育カリキュラム」（International Study Abroad Curriculum、通称 ISAC「ア
イザック」）を開設した。ISAC 生は、全学部生を対象に、入学時から英語力を鍛えて、将
来留学をしたいと希望する学生からテストで選抜された40名からなる。毎年、全学部から約
150名が希望しており、選抜された学生の TOEIC テストでの平均点は550点程度である2。
ISAC 生は、教養課程で取得すべき総単位数の約7割を英語のネイティブスピーカーが行う
授業で取得できる。筆者がコース全体の企画及びコーディネートをし、授業としては、英語
で行う基本教養科目である“Citizenship Education”という1科目を担当している。他は全
てネイティブ教員の担当である。本稿では、主として1年次 ISAC 生からなるクラスを対象
に、筆者が担当している“Citizenship Education”での CLIL 理論に基づいた授業実践につ
いて報告する。
1．対象学生
Citizenship Education の授業は、ISAC 生のために設計されたものであるが、それ以外の
学生にも開放している。ただし、英語力が TOEIC テストレベルで約500点以上の学生に受
講制限している。1時間目の授業では、通常70名ほどが履修希望を出しているが、試験を実
施し50名ほどに制限する。平均すると TOEIC テスト540点ほどである。この中には、毎年
5・6名の外国人留学生がいるが、彼らが本クラスのトップの学生（TOEIC テストで900点
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以上の学生数名を含む）である。
2．Soft-CLIL で
CLIL 理論に基づいた授業はそのバリエーションが多彩である。学生のレベルと授業目的
にふさわしいタイプを選ぶべきである。本授業では、主として英語を主な指導言語とするが、
日本人が指導者であることのメリットを最大限に生かしたいと考えており「Soft-CLIL」を
採用する。日本語で指導する方が有効と思える部分は、日本語で行うことにしている。Soft-
CLIL と Hard-CLIL の基本的な違いは以下の通りである3。
‘Soft’-CLIL is used to describe the broad linguistic aims that a language teacher brings to
the classroom, whereas ‘hard’ refers exclusively to subject-based aims and objectives,
where subjects from the conventional curriculum are taught in an additional or foreign
language. (Ball et al. 26-27)
本授業の最終目的は、教養課程の英語として実施していて、専門的な知識の習得ではなく、
一般的なテーマやアカデミックな内容を英語で理解したり、発信したりできる英語力の育成
であるので、Soft-CLIL が最適であると思われる。ただし、安易に日本語を使ったり、学生
にもそれを認めることはせず、日本語で行う方がより効果的である部分だけに厳格に切り分
けている。その点で、これは、その定義にもよるが、近年注目されている“translanguaging”
とは異なる立場をとっている4。よって学生に対しても、英語と日本語の両言語の使用を認
め、両方を自由に行き来させることはしていない。日本語を使用する箇所は事前に明確に決
めておくべきであると考えている。
具体的に日本語で行う部分としては、「アカデミックペーパーの書き方」や「TOEFL テ
ストの攻略法」や「複雑な文法事項」、そしてシャドーイングなどの「英語学習法の説明」
などである。これらは、とりわけ一年次生には、ほぼ初めての内容であり、複雑で高度でも
あり、英語活動として行う必然性もないと思われるので、効率性と学生の理解力を考え、日
本語が適切と考えている。
3．英語で行うための支援策
学生にとって授業のほとんどが英語で行われ、その内容自体にも十分精通しているとは言
えない状況であるということを考慮し、教員は、さまざまな Scaffolding を準備して、CLIL
での授業の支援を設計し、その効果を高めることが求められる5。Putting CLIL into Practice
では、「英語で行うための支援策」（“Language Support in Practice”）として色々な提案が
なされているが6、本授業でも以下のような対応をしている。
・full script
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授業では、いくつかの authentic なスピーチを使っているが、学生の正確な理解と、復
習に役立つようにと、full script を準備し配布している。
・word list
授業で扱った単語の中で重要と思われるものは、あらかじめ word list を作っておいて、
授業後渡すことにしている。さらに、テーマに関する必要な単語の確実な習得と語彙増
強のために、次の週に Vocabulary Test を行なっている。
・visual aids
英語の音だけは理解できなくても、key word の提示や映像があればより理解が深まる。
そのために英語の活字での提示、写真や図解、映像や資料などを使っている。効果的な
パワーポイントを毎時間準備している。問題のフィードバックもパワーポイントがある
と、理解されやすい。
・speaking and writing frames
英語によるレポートの作成や、発言や質問をする場合の基本的なパターンを具体的に提
示しておく。英語で発言したり、アカデミックレポートを書くということが初めての学
生がほとんどなので、これはあらかじめ説明し、徐々に上手くなるように訓練する必要
がある。ディベートは、ほとんどの学生が初心者なので、テンプレートが役に立つ。こ
れによって基本的なディベートのパターンを習得させる。
4．指導方法
池田（2017）は、CLIL の指導法として次の10個を挙げているが、それらは筆者が考える
CLIL に基づいた指導法と合致し、実際に本授業でも心掛けている項目である。
⑴ 内容学習と語学学習の比重を近づける
⑵ オーセンティックな素材（新聞、雑誌、ウェブサイトなど）を使用を奨励する。
⑶ 文字だけでなく、音声、数字、視覚、（図版や映像）による情報を与える。
⑷ さまざまなレベルの思考力（暗記、理解、応用、分析、評価、創造）を活用する。
⑸ タスク（特に生活に関連するもの）を多く与える。
⑹ 共同学習（ペアーワークやグループ活動）を重視する。
⑺ 異文化理解や国際問題の要素を入れる。
⑻ 内容と言語の両面での足場（手助け）を用意する。
⑼ 4技能をバランスよく統合して使う。
⑽ 学習スキルの指導を行う。⑾
CLIL 理論に基づいた授業は、言語学習として必要な指導法をほとんど網羅していると
言ってよい。
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1．シラバス
Citizenship Education で実際に使用しているシラバスは以下の通りである。
＜授業の意図＞
今日的な課題を英語で理解したり、英語で意見を述べることができるようになることを
目指す。グローバルな視点をもった市民を目指して、今日、世界が抱える問題に目を向
け、自ら課題を発見し、それに対して様々な角度から議論を深め、課題解決のための提
案を行う。その際、資料の理解、レポート作成や発表及びディスカッションが、全て英
語でできるようになるための基本的なスキルも習得することを目指す。
＜到達目標＞
グローバルな市民としての資質を育成するために、具体的に以下の点を目標とする。
1．異文化に対する興味関心を持ち、英語による文献や音声資料などから必要な情報を
的確に得ることができる英語力を身につける。
2．今日的問題に関する知識を習得し、グローバルな視野で課題を発見し考察できる。
4．与えられたテーマに関して、自分の意見を論理的にまとめ、英語でレポートを作成
でき、英語でプレゼンテーションができる。
5．与えられたテーマに関して、英語でディスカッションやディベートができる。
＜講義形式＞
今日的テーマに関して、課題を発見し、それに関する英語の資料を使用し、英語のレポー
トを作成する。英語によるプレゼンテーションとディスカッションによって内容理解を
深める。講義科目ではあるが、今日的課題を英語で学ぶことで英語運用能力も併せて育
成することを目指し、アクティブラーニングを取り入れる。
＜講義概要＞
以下に挙げる今日的問題を中心に、英語の文献を読んだり、英語の講義やスピーチを聞
いたりすることで、情報を収集し、英語のレポートを作成したり、英語によるプレゼン
テーションとディスカッションなどを通してテーマに関しての理解を深めるとともに、
アカデミックな英語運用能力の育成を目指す。
1）言語、異文化理解
2）ジェンダーに関する問題
3）環境問題
4）日本の安全保障と国際貢献
＜履修要件＞
一部の必要な解説を除き、主として英語で授業が行われるので、初中級レベル（TOEIC
テスト500点以上）の英語力を有していること。英語のテストを実施し50名に制限する
（ただし、ISAC 生を優先する）。
＜テキスト等＞
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教員の配布する資料による。
＜成績評価＞
以下の3つの観点から総合的に評価する
○英語レポート 30％
○Vocabulary Tests や Lecture Comprehension Tests 30％
○英語によるディスカッションとプレゼンテーション 20％
○学期末試験 20％
2．授業計画と活動内容
以下の表1は、実際に今年度前期に行なった授業の15週分の授業概要と学生の活動で
ある。英語で書かれたものは英語で、日本語で書かれたものは日本語で行ったことを示
す。
表1 授業計画
週 授業概要 学生の活動 授業外活動
1 －オリエンテーション
－Placement Test:
Understanding a Lecture ①
－Take the teacher’s lecture on
“Lost Generation,“ and Write
the answers to the 6 questions.
(This is used as a placement
test.)
・Write a report on “Why Is
English Important?”
2 －“Lost Generation”のテストの
フィードバック
－TOEFL テストとその攻略法
に関する解説
－TOEFL Test ①
－理解できなかった箇所の確認
と修正
－Take TOEFL Test ①
・Prepare for Vocabulary Test ①
・Review TOEFL Test ①
3 －Vocabulary Test ①
－“Why Is English Important?”
のレポートのフィードバック
－アカデミックレポートの書き
方の解説
－Shadowing ①
－Take Vocabulary Test ①
－レポートの減点箇所及び理由
の確認と修正
－Shadowing ①
・“Gender Inequality”に関する情
報や資料の収集
・Practice Shadowing ①
4 －Understanding a Lecture ②,
given by a Guest Speaker
－TOEFL Test ②
－Listening to Dr. Yuko
Hayashi’s Lecture, and
Questions & Answers
－Write a report on the lecture
－Take TOEFL Test ②
・Prepare for Vocabulary Test ②
・Review TOEFL Test ②
5 －Vocabulary Test ②
－Understanding a Lecture ③
－Fast Reading ①
－“Gender Inequality”に関する
グループプレゼンテーションの
準備
－Take Vocabulary Test ②
－Take the teacher’s lecture on
“English Today” and Answer
orally the 10 questions orally
given
－Fast Reading ①
・“Gender Inequality”に関する情
報や資料の収集
・Prepare for Vocabulary Test ③
・Practice Fast Reading ①
―10―
6 －Vocabulary Test ③
－“Gender Inequality”に関する
グループプレゼンテーションの
準備
－Shadowing ②
－Take Vocabulary Test ③
－情報や資料の取捨選択、及び
考察
－パワーポイントの作成
－Shadowing ②
・“Gender Inequality”に関するプ
レゼンテーションの練習
・Practice Shadowing ②
7 －Group Presentation on
“Gender Inequality”
－Group Presentation on
“Gender Inequality”
－Questions & Answers
－Evaluate each presentation
・Write a report on “Gender
Inequality”
8 －Speech Listening ①
－TOEFL Test ③
－Fast Reading ②
－Listen to Emma Watson’s
Speech about “Gender
Inequality” at UN, and Answer
the 12 questions
－Take TOEFL Test ③
－Fast Reading ②
・Prepare for Vocabulary Test ④
・Practice Listening to
Watson’s Speech
・Review TOEFL Test ③
・Practice Fast Reading ②
9 －Vocabulary Test ④
－“Gender Inequality”のレポー
トのフィードバック
－Understanding a Lecture ④
－Take Vocabulary Test ④
－レポートの減点箇所及び理由
の確認と修正
－Take the teacher’s lecture on
“ Gender Inequality ” and
Answer the 12 questions
・Prepare for Vocabulary Test ⑤
10 －Vocabulary Test ⑤
－Shadowing ③
－Take Vocabulary Test ⑤
－Shadowing ③
・Write a report on
“Environmental Problems”
－Practice Shadowing ③
11 －Speech Listening ②
－TOEFL Test ④
－Fast Reading ③
－Listen to Leonardo Dicaprio’s
lecture about Environmental
Problems” and Answer the
questions
－Take TOEFL Test ④
－Fast Reading ③
・Practice Listening to
Dicaprio’s Speech
・Prepare for Vocabulary Test ⑥
・Review TOEFL Test ④
・Practice Fast Reading ③
12 －Vocabulary Test ⑥
－Understanding a Lecture ⑤
－TOEFL Test ⑤
－Take Vocabulary Test ⑥
－Take the teacher’s lecture on
“Gender Inequality” and Write
down the answers to the 12
questions
－Take TOEFL Test ⑤
・Prepare for Vocabulary Test ⑦
・Review TOEFL Test ⑤
13 －Vocabulary Test ⑦
－“Environmental Problems”の
レポートのフィードバック
－Shadowing ④
－Take Vocabulary Test ⑦
－レポートの減点箇所及び理由
の確認と修正
－Shadowing ④
・Write a report on a debate
topic: “Japan should make more
contribution to PKO activities”
・Practice Shadowing ④
14 －Understanding a Lecture ⑥
－ディベートの方法に関する解説
－Prepare for the Debate
－Take the teacher’s lecture on
“Japan’s International
Contribution to World Peace”
and Answer the 12 questions
－ディベートの方法を学ぶ
－Prepare for the Debate
・Prepare for the Debate
・Prepare for Vocabulary Test ⑤
15 －Debate in a group －Debate on a topic: “Japan
should make more contributions
to PKO activities”
－Judge the debates
・学期末試験に備える
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3．授業の活動内容
上記の「授業計画」におけるそれぞれの活動内容は以下の通りである。
⑴ “Understanding a Lecture”①～⑥／“Questions & Answers”/ “Discussion”
“English Today”、“Gender Inequality”、“Environmental Problems”、“Japan’s International
Contribution to World Peace”に関して、担当教員による英語の講義を受ける。加えて、外
部講師を招待し、その方の専門や英語との関わり合いなどについての講義も必ず入れるよう
にしている。本年度は、Placement Test としての英語講義も含め、合計で7つを実施した。
講義は、一方通行にならないように、学生とのインターラクションを常に心がけ、講義中
も質問を織り込んだ対話形式でおこなうようにしている。講義後は質疑応答（Questions &
Answers）や、学生たちの意見を問うような質問をし、教室全体で議論（Discussion）を行
う。さらに、講義中は、Note-Taking を義務付け、英語の講義を聞きながら、ポイントを書
き取ることの習慣づけ、同時に質問を必ず考えることも要求している。このような習慣づけ
が英語で行われる授業理解の有効な訓練となる。講義を聞いた後に、音声による質問を準備
し、学生の理解度を測る。これは後日、授業中にフィードバックを行い、内容確認を行うと
同時に、テーマに関しての理解を深める。
⑵ “Speech Listening”①～②
テーマに関して、著名人や専門家のオーセンティックな英語スピーチの音声動画を利用し
て、重要な箇所を抜粋し、学生に聞かせ、あらかじめ準備しておいた質問に英語で答えさせ
る。答案は採点し、次の授業でフィードバックを行い、内容理解を深めるとともに、そのた
めに必要な英語の語いや文法事項は確実に押さえる。さらに、授業で使用した音声教材は、
全てスクリプトを配布する。ビデオ教材は YouTube 等でも手に入るものなので、授業外活
動として、スクリプトを使いながら、繰り返し聴くことで、リスニング力の訓練と内容理解
を深めるように指示する。本年度は、2つの国連でのスピーチを扱った。
⑶ “Write a Report”①～④
上記⑴で扱う4つのテーマに関して、英語によるレポートを作成する。後日、教員は添削
の上、以下の採点基準に従ってフィードバックをおこなう。アカデミック・ライティングに
ついて、基本的な技術が身に着くことを目指す。分量はＡ4で2枚以上・3枚以内としてい
る。レポートの評価は20点満点で、以下のカテゴリー別に点数化している。
「内容（Content）」（テーマに必要な内容と議論が展開されているか） ＝6点
「英語表現（Expression）」（英語の表現や文法事項の誤りはないか） ＝6点
「資料や参考文献の活用（Evidence）」（議論を構築する際の根拠証拠として有効か）
＝4点
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「論の構成（Structure）」（英語の論文として論理的な構成になっているか） ＝4点
減点された箇所は、その理由を確認し、内容と英語の両面でしっかり復習を行うようにす
る。
⑷ “Vocabulary Test”①～⑦
各授業時間内に登場した英単語の中から重要な単語約50個をあらかじめリストアップした
表を作成しておき、その表の中から20個を次の週にテストを行う。テストは、教員が英単語
を発音し、その音声で提示された単語の意味を瞬時に日本語で答える形式である。学生は、
日本語を書く時間しか与えられていないので、英語の音と、その意味を瞬時に結び付けられ
るまで準備しておく必要がある。これによって、英語の単語レベルでの音声認識力を養う。
活字によって提示された単語であれば、理解できるだけでは役に立たない。日常的によく使
用される単語（Vocabulary for Production）は、音声において瞬時に認識しておかないと全
く使えないので、このような訓練が役立つ。本授業では7回実施した。
⑸ “TOEFL Test”①～⑤
ISAC の学生たちの目標は、長期留学である。とりわけ英語圏への留学には TOEFL テス
トはどうしても超えなければいけないハードルである。本学の場合、海外の姉妹校には、
TOEFL-ITP のスコアーで最低でも500点が必要である。授業では、TOEFL-ITP の模擬問
題から“Structure and English Expressions”と“Reading Comprehension”を制限時間内
で解かせ、テスト問題の内容とレベルを体感させ、弱い部分の個別の対策を立てさせる。
TOEFL の問題を使うことのメリットは、テーマがアカデミックであるために、本授業の
目的である、様々な分野のアカデミックな内容の英語に触れることができる。内容と英語力
を同時に養成するには適した教材である。本授業では5回分の TOEFL Test を行なった。
“Reading Comprehension”の対策としては、短時間で処理する能力が求められるので、
以下の Fast Reading の実践の場となる。
⑹ “Fast Reading”①～③
与えられた英文のポイントをできるだけ早く把握するための scanning 技術は是非身につ
けるべき能力である。高校までは、精読することが求められることが多いので、特に訓練が
必要である。TOEFL Test の高得点取得にもこの能力は不可欠である。授業では、英文を
音読するスピードで理解できることを目標にして、音読しながら英文をそのままの順序で理
解するようにし、決して後戻りして読むことがないように矯正するための様々な訓練を行う。
その成果は、TOEFL テスト等で試すことにする。本授業では3回実施した。
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⑺ “Shadowing”①～④
様々な英語学習法を提供するのも本授業の目的の一つである。シャドーイングは、リスニ
ング力、スピーキング力を同時に鍛えるこのできる有効な訓練方法である。そのやり方を指
導実践し、授業外でも定期的に自分に合った教材を見つけ、シャドーイングする習慣を促す。
本授業では4回実施した。
⑻ “Group Presentation”①
本授業では、“Gender Inequality”について、グループごとに様々な角度からの情報や資
料を集め、最終的にはグループごとに英語によるプレゼンテーションを行わせる。プレゼン
テーション後は、フロアーとの英語による質疑応答を行う。プレゼンテーションに関しては、
内容、英語のわかりやすさ、パワーポイントの効果などの項目で全員で評価させる。グルー
プで情報を収集し、そこから課題を発見し、パワーポイントを作成し、英語による発表まで
全て学生に任せている。これによって、グループのチームワーク（Culture）も養う。
⑼ “Debate”①
ディベートは、4技能を統合した技能（Cognition）を鍛えることができ、同時にテーマ
に関して内容（Content）も十分理解する必要があり、しかも高いコミュニケーション能力
（Communication）とチームワーク（Culture）も必要なので、CLIL 理論が目指す全ての能
力を効率よく訓練できる教育装置である。本年度は、“Japan should make more contributions
to PKO．”を議題として、肯定側と否定側に分かれて試合を行なった。ゲームの勝敗も学生
が判定する。
⑽ 「解説」
具体的には、授業の「オリエンテーション」「TOEFL テストとその攻略法に関する解説」
「アカデミック・ライティングの書き方」やレポートやテスト等のフィードバック、シャドー
イング等の英語学習法に関する解説は、英語の活動とはせず、日本語で行う。
Ⅴ．考察・課題
1．授業アンケートから見る学生の反応
授業終了後、受講学生にアンケートを実施した。授業中でのペーパーによるアンケートだっ
たので、全員（50名）から回答が得られた。ここでは、CLIL に関係する項目だけを掲載す
る。
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Q1：Are you satisfied with the class?
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Q2：What do you think about the bilingual
class?
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Q3：What do you think of the topics dealt
with in the class?
⑴ 授業はどのくらい満足しましたか。
・とても満足（Very much）
・やや満足（Pretty）
・普通（So-so）
・あまり満足していない（Not so much）
・大いに不満（Never）
⑵ 他の授業と違って日本人教員が英語と日
本語を両方使った授業になっているが、そ
の点はどうですか。
・とてもよい（Very Good）
・どちらかといえばよい（Better）
・英語で授業してほしい（Only English）
・日本語で授業してほしい
（Only Japanese）
・どちらでもよい（Either）
⑶ 授業は英語の技能と同時に今日的テーマ
の関する知識の育成も目指していることが、
そのやり方はどうですか。
・とてもよい（Very good）
・よい（Good）
・英語を鍛える授業がよい
（English Skills）
・よいとは思えない（Bad）
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以上のアンケート結果を見る限り、本授業の意図は学生に伝わり、約8割の学生は満足し
てくれたようである7。この結果は、今年度の成果であるが、本授業を始めた当初からほぼ
同様の結果を得ていることから、CLIL による内容と言語スキルの両方に比重をおいた授業
方法と、さらにそれを日本人教師が、日本人であることのメリット生かした授業を評価し、
賛同してくれていると言ってよいのではないだろうか。
⑵ 課題
上記の結果から、CLIL 理論に基づく授業は、大学の教養課程でかなり効果的でかつ有効
であることがわかる。今後の課題としては以下の点が挙げられる。
⑴ 個別の授業だけで CLIL をやるよりも、大学のカリキュラム全体として体系化する必
要があるために、全学的なカリキュラムの改変が必要。
⑵ 授業計画や授業方法が従来とは異なるので、CLIL に関して教員への理解とそのため
の FD 等の実践的研修が必要。
⑶ 将来的には、学部の専門分野ごとの英語教育も含め、4年間を見据えた一貫したカリ
キュラムの改変が必要。
Ⅵ．最後に
大学は、グローバル化に対応出来る人材の育成が大きな使命となっている。大学入試への
4技能の積極的導入などを含めた入試改革と合わせて、大学の英語授業のグローバル化は必
至である。そのために、CLIL の導入を一つの有効な解答として、日本の多くの大学がその
導入に動いていて、現状では、ほぼ3分の1の大学で実施されている。将来的には「日本型
CLIL」が提唱されるようになるであろうし、各大学がそれらを目下模索している時である。
よい点と同時に、課題も多く報告されている。それらを一つ一つ解決しながら、改善を進め
ていく必要がある。
注
1 例えば Coyle（2006）は Culture を中心に考えているが、他に Content を中心と考えたり、中心
に何も置かず、4つとも同じ距離で結びついていると意見もある。
2 本プログラムの詳細に関しては、早瀬（2017）を参照。
3 Ikeda（2013）も‘Weak/soft’ CLIL が最適であると述べ、以下のように定義している。“‘Weak/soft’
CLIL is a type of content and language integrated instruction taught by trained CLIL language
teachers to help learners develop their target language competency as a primary aim and their
subject/theme/topic knowledge as a secondary aim.”（32）
4 Translanguaging の定義に関しては母国語を限定的に使用するものから、バイリンガル教育まで
諸説あり、一定していない。以下に主なものを挙げておく。Canagarajah（2011）は“the ability
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of multilingual speakers to shuttle between languages, treating the diverse languages that form
their repertoire as an integrated system”（40）；Baker（2011）は“the process of making meaning,
shaping experiences, gaining understanding and knowledge through the use of two languages”
（288）；Lewis et al.（2012）は“planned and systematic use of two languages for teaching and
learning in the same lesson”（643）；Hornberger（2012）は“not only are students and teachers
drawing on more than one language, but they also using multiple and dynamic varieties of these
different languages…for varying purposes in different contexts”（242）．
5 CLIL に基づいた授業では“Language-supportive strategy”が以下の説明のように重要で、とりわ
け教師の講義の仕方は最も工夫を要する。“Strategy which reduces the language demands of
classroom tasks and makes it easier for learners to read, speak, and write about the subject, but
also to listen to topic-related teacher talk. It can include listening, speaking, reading, and writing
tasks; the use of visuals; an accessible teacher talking style; the use of questions; prompts
designed to enable to learners to talk; and opportunities for learners to use their L 1”（Putting
CLIL into practice 304）．日本語の使用に関しては、筆者の意見は本引用とは異なり、前述した
ようにクラスのレベルによるので、本授業では極力認めていない。
6 Putting CLIL into practice（2015）では、次のような支援策が説明され、具体的な事例も掲載さ
れていて有益である。“Full script, models, brief pre-activity language practice, word lists,
information gap, jigsaw tasks, sentence starters, substitution tables, annotated visuals, questions
without answers, speaking frames, notes to speak from”（137‐69）．
7 CLIL に関する学生の反応に関しては、同様の高い結果を、例えば Yoshihara et al.（2015）も得
ている。
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